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Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
９
月
１
日
、
再
び
ダ
イ

ヤ
改
正
を
行
い
、
一
部
の
各
駅
停
車
が
快

速
に
変
更
さ
れ
、
平
日
７
本
、
土
曜
日
・

休
日
12
本
の
快
速
が
復
活
し
た
。

　

千
葉
市
な
ど
複
数
の
沿
線
自
治
体
か
ら

不
満
が
相
次
ぎ
、
僅
か
半
年
で
再
び
ダ
イ

ヤ
改
正
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、速
達
性
・

利
便
性
に
つ
い
て
は
一
部
改
善
さ
れ
た
も

の
の
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
引
き
続
き

千
葉
市
な
ど
外
房
線
沿
線
自
治
体
と
緊
密

に
連
携
を
し
、
要
望
活
動
な
ど
行
い
、
外

房
線
の
都
心
部
へ
の
速
達
性
の
確
保
、
利

便
性
向
上
に
取
組
ん
で
頂
き
た
い
。

問　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

に
つ
い
て

　

法
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
な
っ
た
。

　

出
産
前
か
ら
子
育
て
期
に
係
る
切
れ
目

な
い
支
援
を
行
う
事
に
よ
り
、
子
ど
も
支

援
施
策
を
効
果
的
に
行
う
事
が
で
き
る
が
、

本
市
が
設
置
し
な
い
理
由
を
伺
い
た
い
。

答　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
連
携
が
図

ら
れ
て
い
る
の
で
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
。

問　

今
後
、
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答　

令
和
９
年
度
ま
で
に
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
。

　

本
市
は
政
策
的
に
子
育
て
支
援
を
行
っ

て
施
設
等
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
支
援
施
策
を
よ
り
、
効
果
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

政
策
の
一
貫
性
を
注
視
し
て
い
く
。

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

　

寄
附
額
の
推
移
と
今
年
度
の
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　

受
入
額
は
令
和
４
年
度
５
億
８
０
６

７
万
円
、
令
和
５
年
度
８
億
７
０
０
１
万

円
で
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
今
年
度
８

月
ま
で
の
受
入
額
約
３
億
３
２
０
０
万
円
。

　

返
礼
品
の
お
米
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
返
礼
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、

新
た
な
寄
附
に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
。

問　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

返
礼
品
の
さ
ら
な
る
充
実
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
自
動
販
売
機
の
拡
大
を
図
り
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

先
進
自
治
体
の
取
組
な
ど
情
報
収
集
に

努
め
、
寄
附
額
の
増
加
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

寄
附
金
の
使
途
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

寄
附
額
の
お
お
む
ね
５
割
は
返
礼
品

等
の
経
費
に
充
て
、
事
業
項
目
に
活
用
さ

れ
る
財
源
は
５
割
相
当
額
と
な
る
。
使
途

の
指
定
が
な
い
４
億
５
８
５
６
万
６
千
円

の
５
割
相
当
額
に
つ
い
て
、
市
の
財
源
と

し
て
基
金
に
積
立
て
管
理
し
て
い
る
。

問　

使
途
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

個
別
具
体
的
な
事
業
へ
の
充
当
は

行
っ
て
い
な
い
。

問　

他
の
自
治
体
は
、
寄
附
金
の
具
体
的

な
使
途
に
つ
い
て
公
表
し
、
更
な
る
寄
附

に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

本
市
も
使
途
の
内
訳
を
公
表
し
て
は
い

か
が
か
。

答　

提
案
い
た
だ
い
た
寄
附
の
具
体
的
な

使
途
公
表
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
い
。

　

財
源
不
足
の
穴
埋
め
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
未
来
に

つ
な
が
る
施
策
事
業
に
生
か
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

問　

市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

市
道
の
舗
装
、
除
草
な
ど
維
持
管
理
が

適
正
に
さ
れ
て
い
な
い
。
舗
装
は
荒
れ
、

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。

　

市
道
の
総
延
長
距
離
と
舗
装
補
修
に
係

る
予
算
の
推
移
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

認
定
路
線
の
総
延
長
は
、
約
６
１
７

㎞
。
舗
装
補
修
事
業
に
係
る
費
用
は
、
令

和
２
年
度
、
９
１
５
万
７
千
円
、
令
和
３

年
度
、
８
７
１
万
８
千
円
、
令
和
４
年
度
、

問　

今
議
会
の
市
長
事
務
報
告
に
お
い
て

「
市
の
ガ
ス
事
業
が
厳
し
い
経
営
状
況
に

あ
り
、
適
切
な
料
金
水
準
を
検
討
す
る
」

と
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

概
要
と
経
過
及
び
令
和
５
年
度
の
決
算
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

答　

本
市
の
ガ
ス
事
業
は
、
令
和
５
年
度

末
現
在
で
、
１
万
２
４
０
５
件
へ
都
市
ガ

ス
を
供
給
し
、
一
般
家
庭
の
需
要
が
販
売

量
の
約
85
％
で
あ
り
、
平
成
27
年
に
料
金

改
定
を
行
い
、
以
降
そ
の
水
準
を
維
持
。

決
算
で
は
２
２
２
１
万
８
千
円
の
純
損
失

を
計
上
。
人
口
の
減
少
や
気
温
の
上
昇
に

よ
り
ガ
ス
使
用
量
が
減
少
、
労
務
単
価
や

原
材
料
価
格
等
の
上
昇
に
よ
る
工
事
費
や

委
託
料
の
高
騰
な
ど
が
要
因
で
す
。

問　

今
年
度
の
収
支
見
込
み
、
来
年
度
以

降
の
収
支
の
想
定
は
。

答　

昨
年
度
と
同
様
に
気
温
が
高
い
と
仮

定
し
た
場
合
は
厳
し
く
、
現
在
の
料
金
水

準
で
は
更
に
厳
し
い
経
営
状
況
に
な
る
。

問　

近
隣
市
町
の
ガ
ス
料
金
を
見
て
も
、

現
在
の
本
市
の
ガ
ス
料
金
は
相
当
安
い
と

言
え
ま
す
。
市
は
料
金
改
定
に
向
け
た
検

討
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　

令
和
５
年
度
の
ガ
ス
事
業
会
計
決
算

を
踏
ま
え
、
ガ
ス
料
金
の
改
定
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

問　

瑞
穂
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策
で

は
、
合
同
点
検
に
お
い
て
２
箇
所
の
危
険

箇
所
が
報
告
さ
れ
、
児
童
数
４
０
７
名
中
、

約
70
名
の
児
童
が
通
学
し
て
お
り
、
そ
の

中
の
１
箇
所
に
お
い
て
は
、
私
が
平
成
28

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
質
問

し
た
箇
所
に
な
り
ま
す
。
歩
道
整
備
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
危
険
な
交
差
点
の
改
良

工
事
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
合
同

点
検
後
の
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
瑞
穂
小

学
校
と
市
（
道
路
管
理
者
）
側
は
、
ど
の

様
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

答　

学
校
で
は
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催

を
は
じ
め
、
様
々
な
内
容
で
の
安
全
指
導

を
行
っ
て
お
り
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
は

教
職
員
が
定
期
的
に
通
学
路
に
立
ち
、
児

童
の
通
学
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

状
況
に
応
じ
た
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
地
域
・
保
護
者
の
方
々
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
登
下
校
時
の
見
守
り

活
動
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
最
優
先
に
考
え
、
学

校
に
お
け
る
安
全
指
導
、
と
り
わ
け
交
通

安
全
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
通
学
路
の
緊
一

斉
点
検
で
、
通
過
交
通
に
対
す
る
注
意
喚

起
と
し
て
、
路
面
標
示
（
学
童
注
意
）
を

実
施
し
、
令
和
４
年
５
月
に
完
了
し
て
お

り
ま
す
。
旧
国
道
１
２
８
号
瑞
穂
小
学
校

入
口
交
差
点
を
含
む
歩
道
の
整
備
で
は
、

関
係
地
権
者
に
引
き
続
き
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

大
網
駅
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て

問　

通
勤
・
通
学
時
間
帯
の
送
迎
時
の
渋

滞
に
つ
い
て

答　

大
網
駅
前
広
場
の
渋
滞
解
消
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
３
月
に
駅
前

広
場
内
の
路
面
表
示
を
見
直
し
、
混
雑
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
一
般
車
両
の
駐
停
車

を
控
え
て
い
た
だ
き
、
送
迎
の
際
の
短
時

間
で
の
乗
降
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
と

し
、
駅
前
広
場
の
適
正
利
用
を
促
す
た
め
、

チ
ラ
シ
の
配
布
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
周
知
、
誘
導
員
を
現
地
に
配
置

し
、
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
３
月
に
は
、
利
用
者

の
安
全
性
と
利
便
性
に
配
慮
し
た
再
整
備

の
た
め
の
具
体
的
な
計
画
と
し
て
大
網

駅
前
広
場
再
整
備
計
画
を
策
定
す
る
な

ど
、
解
決
策
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
現
在
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
抜

本
的
な
混
雑
の
解
消
は
困
難
で
あ
り
、
大

網
駅
南
口
に
駅
前
広
場
を
整
備
す
る
な
ど

容
量
拡
大
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
の
結
論

に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
待
機
場
所
を
確
保
し
て
混
雑
を

解
消
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
で
す
が
、

大
網
駅
に
近
接
し
待
機
場
所
に
適
し
た
市

有
地
は
見
当
た
ら
ず
、
駅
近
傍
の
民
間
用

地
は
駐
車
場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、

民
間
用
地
を
活
用
し
た
待
機
場
所
の
確
保

は
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
発
想
も
念
頭
に
置
き
、
引
き
続

き
渋
滞
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

大
網
白
里
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域

の
目
標
像
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
28
年

３
月
に
、
土
地
利
用
方
針
が
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
通
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
目
標
像
が
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
道
路
配
置
の
考

え
方
で
３
・
３
・
１
瑞
穂
下
駒
込
線
の
延

伸
化
の
推
進
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
お
答
え
下
さ
い
。

答　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
及
び
小
中
池
公

園
周
辺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
小
中

池
の
周
辺
環
境
を
生
か
し
た
公
園
機
能
の

拡
充
を
図
る
た
め
、
再
整
備
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
道
１
２
８
号
沿
道
に
お
き
ま
し
て

も
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
土
地
利

用
方
針
及
び
地
区
計
画
運
用
基
準
な
ど
の

活
用
に
よ
り
着
実
に
商
業
・
業
務
機
能
の

誘
導
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引

き
続
き
、
目
標
像
の
実
現
に
向
け
必
要
な

施
策
に
取
り
組
み
、
令
和
８
年
度
の
圏
央

道
全
線
開
通
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
取

り
込
む
た
め
に
も
、
将
来
的
に
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
と
一
体
と
な
っ
た
土
地
利
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
近
接
エ
リ
ア
の
効
果
的
な
活

用
方
法
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
１
号
瑞
穂
下

駒
込
線
は
、
国
道
１
２
８
号
と
み
ず
ほ
台

の
主
婦
の
店
前
交
差
点
を
結
ぶ
延
長
１
．

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
準
幅
員
25
メ
ー
ト

ル
の
４
車
線
の
計
画
道
路
で
す
。
当
該
道

路
を
延
伸
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
量
の

分
散
に
よ
る
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞
緩
和
や
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
市
街
地
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
圏
央
道
を
利
用

し
た
産
業
・
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
１
２
８
号
か
ら
旧
国
道
ま

で
の
未
整
備
区
間
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｊ
Ｒ
外
房
線
を
立
体
交
差
す
る
跨
線

橋
の
建
設
に
膨
大
な
工
事
費
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
該
道

路
の
延
伸
及
び
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
人
口
減
少
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

経
済
情
勢
や
都
市
構
造
の
変
化
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
た
上
で
、
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
網
白
里
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

利
用
状
況
を
質
問
し
ま
し
た
。

会派代表質問

北
田 

宏
彦
　
議
員

「
Ｊ
Ｒ
の
通
勤
快
速
大
幅
減
便
」
に

つ
い
て自

由
民
主
の
会

個人質問

高
野 

祐
二
　
議
員

駅
周
辺
、
交
通
機
関
の
整
備
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺 

正
弘 

議
員

関
連
質
問

１
８
７
４
万
５
千
円
、
令
和
５
年
度
、
３

１
０
４
万
２
千
円
、
令
和
６
年
度
、
４
１

６
８
万
６
千
円
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
予
算
が
削
ら
れ
て
、

令
和
５
年
度
、
６
年
度
と
増
額
し
た
が
、

も
と
も
と
の
予
算
が
少
な
過
ぎ
る
。

問　

近
隣
市
町
の
道
路
維
持
管
理
の
予
算

額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

令
和
５
年
度
、
東
金
市
、
２
３
３
０

万
円
、
山
武
市
、
１
億
１
２
２
８
万
円
、

横
芝
光
町
、
９
３
８
１
万
円
、
九
十
九
里

町
、
３
３
６
９
万
円
。

問　

近
隣
市
町
と
比
較
し
て
舗
装
は
荒
れ
、

雑
草
も
繁
茂
し
て
い
る
。
本
市
の
市
道
の

維
持
管
理
は
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

答　

予
算
を
有
効
に
活
用
し
適
正
な
維
持

管
理
の
効
率
的
な
執
行
に
努
め
て
い
る
。

　

現
状
、
市
道
の
舗
装
、
除
草
な
ど
の
維

持
管
理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
ぜ
な
ら
道
路
維
持
管
理
の
予
算
額
が

全
く
足
り
て
い
な
い
。

問　

今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

引
き
続
き
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

　

道
路
維
持
管
理
に
係
る
予
算
が
少
な
過

ぎ
る
。
市
長
、
財
政
課
長
、
こ
の
こ
と
を

念
頭
に
予
算
編
成
を
お
願
い
す
る
。


